
障害者支援課

地域生活支援担当

3318

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B65
感染症り患ケアラー支援対策事業費（障害児者） 民生費 障害者福祉費 新型コロナウイルス感染症対策事業費

 宣言項目   

分野施策   

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金

決定額 △90,214 △90,214 0 21,466

現計額 111,680 111,680 0

令和 2年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

社会福
祉費

事 業
期 間

令和 2年度～ 根 拠
法 令

　家族介護者等（ケアラー）が新型コロナウイルスに感
染して入院した場合でも、濃厚接触者である障害児者が
安心して生活できる場所とケアの確保を行う。
(１)多機能型簡易居室の設置費用　　　 △ 70,054千円
(２)危険手当・派遣費用　　　　　　　 △ 20,160千円

（１）事業内容
　　　家族介護者等（ケアラー）が新型コロナウイルスに感染して入院した場合でも、濃厚接触者である障害児者が安心
　　して生活できる場所とケアの確保を行う。

（２）事業計画
　　ア　多機能型簡易居室の設置費用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  81,440千円 → 11,386千円
　　　社会福祉法人の施設の敷地内に多機能型簡易居室を設置する。　　
　　イ　危険手当・派遣費用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43,200千円 → 10,080千円
　　　多機能型簡易居室を設置した社会福祉法人及び近隣施設職員に応援職員を派遣してもらい、ケアラーが在宅復帰す
　　るまでの間、障害児者の支援を行う際の、危険手当・派遣費用を負担する。

（３）事業効果
　　　家族介護者等（ケアラー）が新型コロナウイルスに感染して入院した場合でも、濃厚接触者である障害児者が安心
　　して生活できる場所とケアの確保ができる。

実施主体：県
負担区分：国１０／１０

9,500千円×0.5人=4,750千円

補正後の
予算額

― 福祉部 B65 ―
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